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②受診目的(主 な症状)③ 乳幼児のこれまでの痛みを伴 う
受診体験
3)診 察過程における母親の認識と対応







































子 どもの数平均1.7名(SDO.7)、 であ った。今回受診 し
た乳幼児 の年齢 は、 「0歳 」'44名(21.2%)、 「1歳 」64名
(30,8%)、 「2歳 」32名(15.4%)、 「3歳 」36名(17.3%)、
「4歳 以上」30名(14.9%)、 「無回答」1名(0.4%)で あ
った 。家族形態 は、 「核 家族 」158名(76.0%)、 「拡大家
族」50名(24.0%)で あった。
2.受 診 した医 院 ・ク リニ ックで の受診状 況や乳幼児 の医
療 体験
今 回受診 した医院 ・ク リニ ックでの乳幼児の受診経験は、
「よ く受診す る」133名(64.0%)、 「時 々受診す る」66
名(31.7%)、 「初 めて」8名(3.8%)、 「無 回答」1名(0.5%)
で あった。 受診 目的は、 「病 気のため」206名(99.0%)、
「健康診査 ・健康相談」2名(1 .0%)で あ り、 「病気 のた
め」 と答えた206名 の主 な症 状は、 「風 邪症 状」129名
(62.6%)、 「喘息 ・ア レルギー」22名(10.7%)、 「溶連菌
感染」4名(2.0%)、 「消化器症 状」19名(9.2%)、 「水痘 ・
風疹等」7名(3.4%)、 「皮膚症状」18名(8.7%)、 「そ の
他」5名(2.4%)、 「無 回答 」2名(1.0%)で あった。痛 み
を伴 う医療体験 の有無 につ いて は、「あ り」184名(88.5%)、
































分類 診察前 診察中 診察後
カテゴリー コード例 カテゴ リー コー ド例 カテゴリー コー ド例
子どもの状態は大丈夫 治るかな 子どもの状態は大丈夫 何の病気だろう 安心する 一安心
かな かな
乳幼児の病 大したことがなければ 軽いことを願う 大 したことがなけれ ば ただの風邪であります 安心したり不安になっ やれやれだったりそのいいな いいな ように たりその時によって違
状に対する 時で違う
心配 早く診察して良くなって 早く良くなりますように 早く良くなって欲しい 早く治ればいいな 早 く元気 になって欲 し 早く治りますように
欲しい い F

他の子の病気をもらわ 他の子の重い病気をもら またこの病気か ああ、またこれと思う
ないか心配 いたくない
医師 に病状をしっか り 病状の説明を考える 医師の話をしっかり聞 先生の説明を聞き漏ら 医師に感謝する 先生ありがとう
伝えたい く さない
医師への 質問を整理 聞きたいことをまとめて 話している内容が先生 症状をうまく伝えられて 医師を信頼している いつもよくしてくれてい
する おく にしっか り伝わってい いるか る
医師と質問しやすい関 質問できる関係でありた もっと詳しい説明が聞 詳しい病気の説明が聞 言 い忘れ や聞き忘れ 先生に言い忘れ はな
係でありたい い きたい きたい がないか心配 いか
医師に診てもらいたい 先生に治してもらいたい 子どもの状態を的確に できるだけ的確 に伝え 医師にもっと聞けばよ もっと聞けば良かった
医師に伝えよう よう かった
医師 がきちんと診 てく きちんと診てくれるか 医師に聞き忘れや言い 聞き忘れがないか 後のフォロー はどうな 注意することや次の受
れるか心配 忘れがないかな るのかな 診は
この程度で受診してい もう一日様子をみた方が 医師に診てもらうと安 診てもらうと安心 説明を受けた事につい 先生がおしゃったことを
いのか不安 いいかな 心 て考える 考える
念のため受診しよう たいしたことではないが しっかり診察して欲しい ちゃんと診てほしい ちゃんと診 てもらえた ちゃんと診てもらったか
医師や診察 診てもらおう かな
に対する気 病院どこにしようかな どこの病院に連れて行く 分からない事は聞いて わからないことはすべ 診断・結果はどうだろう 結果はどうだろう
持ち か おこう て聞く
子どもにいい時間を予 子どもにとっていい時間 医師や看 護師に任せ この医師に任せて大丈 どんな薬かな 今 日はどんな薬 をもら
約したい に予約 て大丈夫かな 夫か うのかな
待ち時間が短いといい 待ち時間が長いと困る 子どもへの対応を充実 先生やスタッフの接 し 薬を飲ますのが大変 また薬を飲まさなくては
な して欲しい 方
混んでないといいな 混んでいるかな 早く治して欲しい 早く治してほしい 早く治るように看病 しよ 言われたように看病 し
う よう







泣かずにいい子で受診 泣かないだろうか 泣かずにいい子で診察 泣かずにいてほしい やっと終わった あ一終わった
できるかな を受けて欲しい
子 どもを不安 にさせない 不安を取り除くことが 大 おりこうさんだなあ おりこうさんやな 早く帰りたい 早く帰りたい
ようにしよう 事
通 院する理由を子どもに なぜ行くのか説明した方 大丈夫だよ頑張れ 頑張れ よく頑張ったね がんばったね
説 明しておいた方が良い がいい
頑張れ がんばれ 子どもが不安がっていな 不安がっていないか 疲れた 疲れた
乳幼児に対 いか心配
する気持ち かわいそう かわいそう 泣いたなあ 今回も泣いたな








r乳幼児に対する説明』は、診察前では 「これから診て どもに言葉をかける」「本読み」など、診察中では 「子 ど
もらうことを伝える」、診察中では 「診察内容を具体的に もに言葉をかける」「あやす」など、診察後では 「褒める」
説明する」、診察後では 「終わったよと伝える」「病気を治 「抱っこする」などが抽出された。
そうねと言 う」が抽出された。『診察に関連する対応』は、
診察前では 「子どもの状態を把握する」「診察しやすい服 5.診 察中に啼泣 した時の母親の認識と対応
にする」など、診察中では 「スムーズに診察できるように 診察中に啼泣した時の母親の認識は、表3の ようなカテ





分類 診察前 診察中 診察後

カテゴリー コー ド例 カテゴリー コー ド例 カテゴリー コー ド例









受診することを言い聞 病気なおしてくれるから 終わったよと伝える もう終わったよかせる ね 
■

オムツをかえるなど身支 オムツをかえる スムーズに診察できるよ 診やすい状態にする 帰る準備をする 身支度を整える
度を整える う介助する
診察しやすい服にする 着脱が簡単な服にする 診察しやすいように体 暴れないように手をもっ 挨拶をさせる ありがとうの挨拶 
1
 を支える ている







子どもに言葉をかける 大丈夫だよと声をかける 子どもに言葉をかける 大丈夫だよと話す 褒める えらかったね
本読み 本を読んで待つようにす あやす 泣かないようにあやす 抱っこする ぎゅっと抱きしめる
、 る
抱 っこする ・ しっかり抱っこしてあげる 抱っこする 膝に抱っこする 子どもに言葉をかける 心配いらないよ
」
普段通りにする 家と同じようにする スキンシップをはかる 頭をなでる 遊ぶ 遊びの続きをする






ちに添った援助 落ち着かせる 安心させる 落ち着か#る リラックスさせる あやす 泣いている子をなだめる
静かにさせる 騒がないようにする 見守る 横で見ている 落ち着かせる ジュースを飲ませて落ち
着 かせ る ・
遊ぶ おもちやで遊ぶ 褒める いい子だねと褒める スキンシップをはかる ほっぺをくっつける
静かにさせる なるべ く騒がないように 普段通りにする いつもの通りにする
する
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表4「 啼泣時」の母親の対応














































































について思 いをめぐらせ、乳幼児の苦痛が母親の観察不足 Vl.結 論
や対応の遅 さのためと捉え、罪悪感 を抱 くことがあると考 小児科医院 ・クリニックで痛みを伴わない診察を受けた
えられる。しかし、乳幼児が泣いた時には、不安や精神的 6歳 未満の乳幼児を持つ母親208名 の診察時における乳
疲労、困惑 を感じる母親や、「他人の迷惑になるため早く 幼児への対応および乳幼児や医師 ・看護師に対する認識を
帰 りたい」などの認識を抱く母親もいる。また医師や看護 調査した結果、次のような結論を得た。
師に対 しては、啼泣時に「医師の診察の妨げにならないか」 ①受診に際レて母親は、受診前か ら乳幼児の病状を的確




抱き、受診の機会の減少につながる影響を指摘 している。 やす」 「抱っこする」などによって、乳幼児が苦痛を感 じ
母親は、乳幼児の啼泣によって不安や 自責の感情を持つ こ る時間を短くスムーズな診察が受けられるように対応 し
とが今回の結果からも示されている。また、診察時に乳幼 ていた。




診察終了後の母親の認識は、乳幼児の頑張 りを認め、診 乳幼児に対 して前もって説明しようと試み、診察後は、「褒
断の結果や帰宅後の乳幼児の看病のことな どを考え、早く める」という対応がされていた。
帰 りたいと願ってお り、受診前に比べて変化 している。そ ⑥診察時に乳幼児の啼泣時、母親は啼泣の原因を恐怖感、
して、多くの母親が、医師に診てもらえたこと、診察が無 痛み、不安などに結びつける傾向があり、医師の診察の妨
事終わった ことにより安心感を抱いている。また、安心す げになるという心配、医師の話が聞き取 りにくいという懸
る一方、不安を感じている母親もいる。枝川 ら13)は 、子 念、医師や看護師に対する申し訳なさを感じており、看護
どもの体温や機嫌などの項 目毎の観察ポイントだけでな 師 の乳幼児への働きかけにほっとする気持ちを表 してい
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